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アジェンダ 

 マイクロアレイシステム概要と操作のワークフロー   

         

 マイクロアレイ製品のラインアップ 
  ‐RNA Analysis （遺伝子発現解析）  
 
  ‐DNA Analysis （染色体コピー数解析）  
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 マイクロアレイは網羅的に遺伝子発現解析を簡便に 
行うことができる 

 遺伝子（mRNA）発現量を知ることは生体内で起こって
いるさまざまな現象やタンパク質発現を知る上で非常に
重要である 

マイクロアレイ解析の基礎 
 マイクロアレイとは 
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マイクロアレイ解析の基礎 
 マイクロアレイの実際 

減少 増加 消失 
A A B B C C 

RNAの抽出 

ラベリング 

ハイブリダイゼーション 

ウォッシュ 

結果 

遺伝子 

（mRNA） 
A 

B 

C 

正常組織 

蛍光色素 

がん組織 
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1色法 2色法 

Nature Medicine 9: 140 - 150 (2003)をベースに作成  

・1 サンプル1 アレイで、発現量を測定 
・アレイ間補正が必要 
 

・2サンプルを同一アレイ上で比較した発現比を測定 
・2サンプルを調製してハイブリする必要がある 
・Dye swapによる実験が必要（色素補正が必要） 

マイクロアレイ解析の基礎 
 サンプル調製方法 
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Expression Analysis 

Genotyping 
A/A  B/B A/B 

DNA 

mRNA 

マイクロアレイのアプリケーション 

RNA Analysis 

DNA Analysis 

Copy Number 

Transcriptome Analysis 
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臨床診断でのマイクロアレイの使用例 

Pathwork 
  ・ Tissue Of Origin test (原発腫瘍部位の同定) 
 

Roche 
  ・ AmpliChip P450 test (薬物代謝酵素多型の判別) 

 

TessArae 
  ・ TessAre RPM-Flu Array(H1N1インフルエンザウイルス検出) 
 

Signature Dx 
  ・ Colon cancer screen test (進行大腸癌の検出と予測) 
 

Ipsogen 
  ・ MapQuantDx Genomic Grade test (乳癌のグレードを評価) 
 

Skyline Dx 
  ・ AMLprofiler (急性骨髄性白血病のサブタイプを判定) 
  

  

http://www.abacusdx.com/
http://www.google.com/imgres?imgurl=http://www.imb.uq.edu.au/images/rochelogo.jpg&imgrefurl=http://www.imb.uq.edu.au/index.html?page=46395&h=74&w=140&sz=124&tbnid=AjfWn__e2xEJ:&tbnh=74&tbnw=140&prev=/images?q=roche+logo&sa=X&oi=image_result&resnum=1&ct=image&cd=2
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マイクロアレイシステム概要と 
操作のワークフロー 
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マイクロアレイの構造  

オリゴヌクレオチドプローブが 
数百万合成されている 

 Image of Hybridized 

Probe Array 

130万個以上の異なる 
プローブが配置される 

1.28cm 

11µm 

シングルストランド、  
ラベル RNAターゲット 

オリゴヌクレオチドプローブ 

* 
* 

* 
* 

* 

Probe Cell 

Probe Set 

1つのトランスクリプトに対し、 
複数のプローブを選択 
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Lamp 

Mask Wafer 

マイクロアレイの製造方法 
 フォトリソグラフィー合成 
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Affymetrix Instruments 

Hybridization Oven 645 

Fluidics Station 450 

GeneChip Scanner 3000 
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Septa 

マイクロアレイ裏面 

Septa 

ピペットチップ 

45～50℃ 

60rpm 

16～18hrs 

Hybridization Oven 645による 
ハイブリダイゼーション 
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ターゲットサンプルのハイブリダイゼーション 



Affymetrix Confidential 

14 

Fluidics Station 450による
アレイの洗浄・染色操作 
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Hybridized array 

Fluorescent 
Stain 
SAPE 

Fluorescent 
Stain 
SAPE 

Anti-streptavidin antibody 

蛍光色素による染色 



Affymetrix Confidential 

16 

Excitation Detection 

スキャナーによる検出 
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スキャニング後の画像データ 
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マイクロアレイ製品のラインアップ 
 ‐RNA Analysis （遺伝子発現解析）  
 
 ‐DNA Analysis （染色体コピー数解析）  
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оΩL±¢ !ǊǊŀȅ 

60 nt 

AAAA // AAAAA 

50 nt 

•        Exon 
•        UTR : Untranslate Region：非翻訳領域 
•        PSR : Probe Selection Region 
•        IVT : In vitro transcription 
•        nt : nucleotides 

3’ IVT 

WT 

A 社 

B 社 

оΩL±¢ !ǊǊŀȅ : оΩ末端側より600ntの範囲で特異的なプローブを複数デザイン（9～16プローブ） 
         過去から幅広く使用されているため、論文数や公共データベース情報等が豊富 

Gene ST Array : 転写産物全領域に渡って特異的なプローブを複数デザイン（平均21～27プローブ） 
          より正確な全転写産物の発現解析が可能   

Transcriptome Array：転写産物全領域において各Exonごとに特異的なプローブを10個（平均109プローブ）、 
                                      エクソン間スプライス接合部に4個デザイン。単にExonレベルでの発現解析に加えて 
                                      選択的スプライシング解析が可能 

アレイデザインの比較 
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•遺伝子発現変動の検出  
• Alternative splicing event 

(群間検定による統計処理) 

•データQCの確認 
•プローブセットでのシグナル強度 

Expression Analysis Software 

Expression Console  

(EC)  

Transcriptome Analysis Console 

(TAC)  
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染色体コピー数解析アレイ 

 全ゲノム領域を高密度なマーカーでカバーして染色体コピー数を検出 
 

 高密度SNPマーカーを搭載しているため、LOH解析やUPD解析に対応 
 

 専用のソフトウェアで解析可能(Chromosome Analysis Suite: ChAS) 

CytoScan® Array（ゲノムワイドな染色体コピー数解析） 

OncoScan™ Array（FFPEサンプルからの染色体コピー数解析） 

 FFPE由来固形腫瘍サンプルから80 ng のDNAから解析可能 
 

 約900種類のがん遺伝子における高解像度のコピー数を解析 
 

 専用のソフトウェアで解析可能(OncoScan Nexus Express) 
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解析ソフトウェア 

 

 

 

 

Chromosome Analysis Suite 

Gain 

Loss 

OncoScan Nexus Express 
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Affymetrix システム対応窓口 

 

 

 

 

機器およびソフトウェアの

使い方、サンプル調製など

についての 

技術的なお問合せ 

アプリケーションサポート 
 

担当：山崎・矢野 

TEL：03-6430-4030 

E-mail：supportjapan@affymetrix.com 

機器に故障・不具合 

が発生した場合の 

お問合せ 

インスツルメントサービス 

 

担当：興梠 （こおろぎ） 

TEL：03-6430-4040 

E-mail：supportjapan@affymetrix.com 

その他のお問合せ 

営業部 

 

担当：大河原 

TEL：03-6430-4020 

E-mail：salesjapan@affymetrix.com 


